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Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

Ⅴ アウトカム項目

グループホームゆとりは相鉄線「ゆめが丘」駅、または市営地下鉄「下飯田」駅か
ら徒歩で１０分前後、和泉川近くの住宅地にあります。開設して８年目になりま
す。自然環境に恵まれ、地域にも恵まれて近隣住民と日々交流しています。各種町
内会行事に参加するなど、地域の一員として根付いています。
＜優れている点＞
利用者サービスの向上を目指して毎年成長しています。事業所理念として「地域の
中で共に成長しながら歩めるホーム」「一人ひとりが穏やかで満ち足りた暮らしが
出来るホーム」「笑顔と自信を持って働け職員も幸せになれるホーム」を掲げてい
ます。毎年、全職員で具体的な年度目標を作成・実施・評価して次年度に繋げてい
ます。サービス改善の具体的な方法で、利用者の思いを知る手段の一つとして「ご
利用者の『快適情報』の調査表」を作成し活用しています。利用者の好きなもの・
快適な条件・性格傾向など５９項目について調査しています。話のきっかけづくり
や心の奥に隠れているものなどを知り、日々の支援をはじめプラン作りなどのサー
ビス向上に活かしています。
＜工夫点＞
町内会の一員として地域と活発に交流しています。利用者はユニットごとに町内会
に入り、町内清掃・防災訓練・敬老会などの様々な活動に参加しています。また、
回覧版でホーム便りを回覧してホームの様子を知らせています。住民参加の避難訓
練の実施や災害時の町内会長への連絡網も整備しています。

ゆとりは、自然豊かな和泉川に程近い住宅地の中にあります。川沿いの遊歩道を散歩
するのが日課となっており、季節の移ろいを感じることが出来ます。町内会、近隣住
民との交流も盛んで、運営推進会議では毎回活発な意見交換がなされています。町内
行事に参加するだけでなく、防災訓練の委員として日頃から地域活動に携わるなど、
町内の一員として活動しています。防災に関しては、ホームの中に備蓄庫を備えた
り、近隣住民連携夜間想定避難訓練を行うなど、職員の防災意識は高いです。法人と
しては、訪問看護、介護タクシー、訪問入浴等の事業所があり、24時間医療連携体制
が整っている為安心です。職員研修や事例発表会、各種資格講習も開講しており、職
員のスキルアップにも力を入れています。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームゆとり

アリス

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



グループホームゆとり

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

毎回、活発な意見交換がなされていま
す。特に防災に関する意識は皆様高く、
近隣住民連携夜間想定避難訓練では、委
員の方の呼びかけで多くの方に参加いた
だいています。

２ヶ月ごとの会議には利用者、家族・
地域代表・地域包括支援センターなど
が出席し、利用者状況・活動状況・行
事、事故報告などを報告し、意見交換
を行っています。避難訓練時の避難経
路の提案やＡＥＤ設置要望などがあり
検討しています。

地域包括の職員、区役所保護担当、高齢
支援課職員とは、密に連絡を取り合い、
相談できる関係が築けています。地域包
括支援センターや高齢支援課からの依頼
で、地域住民向けの介護講座の講師や、
研修の実習先として研修生の受入など
行っています。

高齢支援課・生活保護課は利用者の相
談窓口として関わっています。地域包
括支援センターは運営推進会議への参
加や住民のグループホーム利用につい
て連携しています。事業所は地域の福
祉資源として頼られる存在になれる事
を目指しています。

町内行事（敬老会・運動会・環境美化・
防災訓練など）への参加や、回覧板まわ
し、散歩、運営推進会議などで交流して
います。

自治会へはユニットごとに加入してい
ます。住民との日常的な挨拶・雑談な
どの交流をしています。また、自治会
の様々な行事への参加、回覧板でホー
ム便りを回覧、火災発生時の町内会長
への連絡網の整備など、地域の一員と
して根付いています。

同じ地域包括エリアに同法人のグループ
ホームが複数あることで、地域の防災訓
練での車椅子指導を依頼されたり、地域
住民向けの介護教室の講師、実習生の受
け入れなどの実績を積んでいます。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「地域の中で共に成長しながら歩める
ホーム」という理念を掲げ、地域行事に
参加したり、運営推進会議や、近隣住民
連携避難訓練などを通し、ホームに対す
る理解を深めていただいています。

毎年成長を目指して理念を基に年度目
標を決めて実践し、次年度に繋げてい
ます。昨年は「利用者・職員の信頼関
係を築き笑顔で過ごせるホーム」でし
た。今年は「地域・他施設との交流を
深め、地域の役にたてるホーム」を目
指しています。

株式会社フィールズ



グループホームゆとり

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

社内の勉強会や、横浜市主催の研修で
「成年後見制度」について学ぶ機会があ
ります。ホームに成年後見制度に関する
マニュアルもあり、自由に閲覧すること
が出来ます。

契約前に必ず面会し、質問や不安な点な
ど伺うようにしています。グループ内の
他のホームから、ご本人、ご家族の気に
入ったホームを選ぶことも出来ます。ま
た、契約時の疑問にすぐ対応出来るよう
に、入居相談担当に連絡が取れる体制が
整っています。

面会の際や電話、家族会などの機会にご
家族のご意見を伺っています。苦情申し
立て機関は、契約時の重要事項説明書に
記載されている他、玄関にも掲示してあ
り、体制は整っています。

面会や電話、運営推進会議、家族会な
どで利用者や家族の意見・要望を聞く
機会を設けています。苦情があった場
合は苦情相談記録表に記載し、素早く
対応しています。利用者毎に毎日一行
の日誌をつけ１ヶ月ごとに家族に送
り、喜ばれています。

アイシマ独自の「ケアの在り方チェック
シート」を活用し、定期的に職員が日々
のケアを振り返ることが出来る機会を設
けています。

身体拘束マニュアルを基に、全職員が理
解を深められるように研修を行っていま
す。防犯上の観点から玄関は施錠してい
ますが、ベランダは開放し、ベンチを置
いて、自由に出入りできる工夫をしてい
ます。

身体拘束防止のための研修を全職員が
毎年受けています。拘束なしでの利用
者の転倒防止のために、歩行で下肢筋
力を鍛えるなどの支援をしています。
職員は言葉遣い・接遇・業務態度の
チェックシートを使い、利用者への対
応を振り返っています。

株式会社フィールズ



グループホームゆとり

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

入居相談の段階から、ニーズを伺い、
サービス開始の際は、ご本人、ご家族と
の話し合いを基に、モニタリングを行
い、ケアプランを立案しています。ホー
ムでの暮らしに慣れるまで、毎日電話で
報告することもあります。

横浜市グループホーム連絡会主催の交換
研修や、ブロック会の研修、実践者研修
へ参加することで、同業者との交流、
ネットワーク作りが出来るように努めて
います。管理者は同じ区内のグループ
ホームの管理者と意見交換をする機会が
あります。

勉強会などの内部研修、資格取得の為の
講習は、自己研鑽の為、出来る限り参加
を呼びかけています。平等に参加出来る
ように、勤務調整も行っています。２５
年度からは、社内の教育委員会や勉強会
委員会が発足し、さらに充実したスキル
アップが図れます。

日々の申し送りや、カンファレンス、
ホーム会議などで、職員の意見を汲み取
り、管理者会議で提案したり、担当課長
に報告しています。

会議や申し送りで職員の意見を聞いて
います。また、法人の部・課長が来所
した際、直接相談することもありま
す。管理者は必要に応じ、職員と面談
し、職員の状況把握や要望を聞いてい
ます。職員の提案で事故報告書の様式
を変更しています。

良いところ、頑張りが見られたところ
は、その都度評価し、職員のモチベー
ションが保たれるように心がけていま
す。それぞれの得意分野を尊重し、協力
し合い、補い合っていける関係を支援し
ています。

株式会社フィールズ



グループホームゆとり

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

ご近所だった方、一緒に自治会活動をさ
れていたお仲間、親戚の方など、これま
での生活のなかで築いてきた馴染みの
方々との関係を大切にしています。ご家
族と買い物やお墓参りに行かれる方もい
ます。

利用者の多くは家族や入居前の知人な
どが少ない方もいますが、入居後に馴
染みになった方との交流が多くなって
います。入居前の関係も大切にすると
共に、近隣住民との会話、音楽療法の
先生・隣家の大家さんなどとの交流も
深められるよう支援しています。

お一人お一人の得意なことを尊重し、
テーブル拭き、掃除、洗濯物たたみ、園
芸など一緒に行っています。昔からの風
習や、生活の知恵、草花の名前など、職
員が教わることも多くあります。

些細なことでも、ご家族に相談・報告
し、双方で利用者を支えていける関係を
築いています。それぞれのご家族の事情
も理解し、無理のないペースでご協力頂
いています。

契約時に、ご家族の希望・要望を伺い、
ケアプランに挙げています。希望に応じ
て定期的に連絡したり、毎月「一行日
記」でも日々の様子を報告しています。

ほとんどの方が、まずは「新しい環境に
慣れる」ということに重点を置き、身体
的・精神的に安心できる環境づくりに努
めています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

現在出来ること、出来なくなってきたこ
となど、小さな変化も見逃さず、職員で
共有するようにしています。カンファレ
ンスで話し合い、今後のサービズに活か
しています。

「ホームの暮らしの中で役に立ちたい」
「○○に行きたい」など、本人から聞か
れた希望を無理と決めつけず、出来る限
り叶えられるように支援しています。ご
家族がいらっしゃる方は、ご家族にも協
力して頂いています。

利用者一人ひとりに「快適情報」の調
査表を作成して、各利用者の好きなも
の・快適な条件・性格傾向などの５９
項目にわたる情報を職員が共有してい
ます。利用者の心の奥、話の奥にある
思いなどを汲み取り、支援に活かす工
夫をしています。

入居の際伺った情報の他、日々の会話の
中から、それまでの暮らし・習慣・仕事
などの情報を集め、記録に残して職員間
で共有し、サービスに繋げられるように
しています。

退所された後も、電話やメールでご家族
からご連絡を頂くことがあります。ま
た、ホーム近くにお住まいの家族と、町
内行事等で交流することもあり、ホーム
でのサービスが終了しても良い関係が築
けています。

利用者同士の相性を考え、食事の席を決
めたり、職員が間に入り、関係作りの
フォローをすることもあります。一緒に
生活する中で、利用者同士で助け合った
り、心配し合ったりする関係が築けてい
ます。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

利用者全員が町内会に加入し、運動会や
敬老会、防災訓練に参加したり、町内清
掃に参加したり、回覧板を回したり、一
人一人がそれぞれの形で地域の中で生活
しています。

内科・精神科・皮膚科の往診医、訪問看
護師とは「医療連携ノート」を使い、ご
本人、ご家族の希望や相談事も共有でき
るようになっています。ホームの隣にあ
る歯科医院も認知症高齢者に理解があ
り、柔軟に対応して下さっています。

内科と精神科の往診医がかかりつけ医
になっています。皮膚科もできる先生
に頼み、診療科目範囲を広げていま
す。医療関係の情報は「医療連携ノー
ト」で一括管理しています。他の病院
で診断した結果は、職員が聞いて記入
をしています。

日々の記録は、第三者が読んでもわかり
やすいように、具体的に書くように心が
けています。カンファレンスでは、利用
者ひとりひとりについて振り返り、意見
を出し合い、ケアプランに活かせるよう
にしています。

レストラン「風の音」での食事会や音楽
療法での外出、本格的な中華料理の配達
で食事に変化を持たせる工夫や、介護タ
クシー、訪問入浴、医療との連携、福祉
用具レンタル、法人のお祭りでの他グ
ループホームとの交流の機会など、多方
面から取り組んでいます。

ご本人、ご家族の希望を伺い、職員間で
もカンファレンスで意見を出し合い検討
します。また、主治医や訪問看護師にも
相談し、サービスに役立てています。利
用者に変化があった場合は、早急にケア
プランの変更を行っています。

利用者の身体面・余暇活動など、日々
の支援内容がそのまま、ケアプランの
短期目標となって連動しており、詳細
にわたっています。モニタリング、カ
ンファレンスは全職員で行い、プラン
の評価をして次のプランに繋げていま
す。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

消防署立ち会いで近隣住民連携夜間想定
避難訓練を年２回行っています。緊急時
の地域連絡網や協力体制は消防署からも
モデルケースとして評価を得ています。
災害時の食品や物品の備蓄も整っていま
す。

避難訓練では、顔馴染みの自治会員１
２名の協力で、玄関から駐車場までの
誘導をお願いしています。２階からは
３人の方がベランダで待機、残りの利
用者は日頃の階段の上り下り訓練で、
内階段を下り避難しています。大家さ
んが名簿で人数確認しています。

ご本人、ご家族の考えを尊重し、希望に
添ったターミナルが迎えられるように医
師・看護師との連携体制が出来ていま
す。法人内ではターミナルケアの実績も
多く、マニュアルが整備されています。
事例発表などを聴く機会もあり、職員の
意識は高いです。

看取りの経験はありませんが「重度化
した場合における対応に係る指針」や
法人の研修、身近な事例を検討して、
職員のかかわり方を徹底しています。
新人の夜勤の時には、非常時のバック
アップを配慮しています。

泉区消防署や、町内会主催の講習や訓練
に参加し、緊急時の対処法（心臓マッ
サージ、人工呼吸、ＡＥＤ）について実
践的な講習積んでいます。また、ホーム
で行われる避難訓練の際にも、消防隊員
から学ぶ機会があります。

「医療連携ノート」を使い、職員・看護
師・医師が相互に情報を共有できるよう
になっています。また、看護師とは２４
時間電話連絡が取れる体制が整ってお
り、夜間の急変時などでも相談・指示を
受けることが出来ます。

ご家族がいない場合や、遠方の場合は、
管理者が窓口となり、病院や役所のケー
スワーカーと連絡を取り合い、医師・看
護師との連絡調整を行っています。ま
た、退院後も病院に相談しやすい関係作
りをしています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

食事の時間は、好きな食べ物、食べたい
ものなどを話題にすることが多く、お誕
生日などは、その方の好物でお祝いして
います。味見をしてもらったり、ラン
チョンマットを並べたり、食器拭きをし
たり、出来ることは一緒にやっていま
す。

職員が調理した料理を楽しみながら食
べています。嚥下体操や日頃から体を
動かしており、食欲も旺盛です。旬の
筍や栗ごはんを味わったり、庭の畑で
採れた新鮮な野菜、本格的中華の豪華
食や刺身など内容に変化があり、食事
を楽しめるよう工夫しています。

天候や体調、その日の気分によってどう
過ごすか決めて頂いています。余暇の過
ごし方も、無理強いはせず、居室で趣味
活動に専念したり、お仲間を招いて話や
将棋をしたり、ソファで昼寝をしたり･･･
皆様それぞれです。

ご家族がプレゼントして下さった洋服を
披露されたり、お似合いの色、デザイン
の服を着られている時はそのことを話題
にお話しをしたり、訪問理美容の際は、
希望を伝えヘアカットをしてもらってい
ます。

個人情報は、事務所の鍵のかかるロッ
カーに保管しています。不適切と思われ
る声かけなどあった場合は、その都度検
討するようにしています。プライバシー
保護や個人情報・接遇については社内研
修でも取り上げ、皆で考える機会があり
ます。

自分の力を活かせるよう利用者の好き
なもの、快適な条件、性格傾向を「快
適情報」としてまとめています。生活
歴と合わせて、利用者を見守っていま
す。職員による不適切な言葉かけとと
らえられる時には、良し悪しをはっき
りし、注意を促しています。

おやつの際の飲み物（コーヒーか、日本
茶か･･･）、余暇はどう過ごすか･･･外食
の際のメニューなど、ご本人の希望が引
き出せるような声かけの仕方が出来るよ
うに心がけています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

日課の散歩や体操の継続と、水分、乳製
品を積極的に取り入れる工夫、トイレに
座る習慣、医師・看護師と連携し、薬で
コントロールする方法など、多方面から
アプローチしています。また、便秘が及
ぼす精神的な悪影響についても、職員の
理解を深めています。

１日おきペースで入浴され、希望時は柔
軟に対応しています。ゆず湯や菖蒲湯、
入浴剤を入れるなど、リラックスできる
工夫もしています。介護度が重くなった
場合は、訪問入浴を利用できる体制も
整っています。

入浴は一日おきで、順番は利用者同士
で決めています。安全を考え、２人ま
たは３人で支援する場合もあります。
入浴を拒む方には、別の職員が対応し
たり、状態の安定を待って誘うように
しています。入浴後の整容や牛乳も楽
しんでいます。

毎食後の口腔ケアは習慣で行っていま
す。一人一人の状況に合わせ、声かけや
部分的な介助をしながら行っています。
隣の歯科医院で口腔内のチェックや口腔
ケアの際のアドバイスなどお願いするこ
とも出来ます。

排泄チェックシートを使い、一人一人の
排泄パターンた声かけのタイミングなど
把握し、対応しています。

トイレで排泄することを目標にしてい
ます。本人の希望を第一に、一人ひと
りの排泄パターンや仕草でさりげなく
誘導しています。かたくなな時は無理
強いをせずに、時間を変えて誘ってい
ます。体調管理にも気を付け、スムー
ズな排泄につなげています。

１日の食事・水分量がチェック表で把握
出来るようになっています。状態に応
じ、ミキサー、キザミ、トロミなど食事
形態を変えて提供しています。献立の栄
養バランスや利用者の状況など、管理栄
養士が定期的に訪問し、チェックしてく
れています。
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

郵便局にはがきを買いに行ったり、散歩
途中でジュースを買ったりする機会があ
ります。

食器拭き、新聞折り、掃除、洗濯物たた
み、リネン類の交換など、きれい好きな
方、几帳面な方がそれぞれ役割として引
き受けて下さっています。趣味活動
（絵、写真、プラモデルなど）の時間、
ご家族との外出を楽しみにされている方
もいます。

毎日の散歩は日課となっており、状況に
合わせて散歩コースが何通りもありま
す。ホームで音楽療法や食事会に出かけ
る機会もありますが、ご家族と買い物に
出かけたりされる方もいます。

天候の良い日は川沿いなどの散歩に出
かけています。また、コンビニなどで
の買物や食材の買い出しにも出かけた
り、ベランダで外気浴する人もいま
す。家族と買物に出かけたり、毎月の
レストランでの昼食会や音楽療法、ミ
カン狩りなどのイベントも楽しんでい
ます。

入浴後や食事の後、前の晩あまり眠れな
かった時など、休息をとっていただいて
います。天気の良い日は外に布団を干し
たり、季節に応じて寝具を替えたり、安
眠できるように工夫しています。昼間、
外気浴をして陽に当たる機会も多くとっ
ています。

個人ファイルに薬情をファイルしたり、
お薬手帳で服薬内容の変化や効果、副作
用など、一目で分かるようになっていま
す。薬の変更等があった場合は、副作用
などの注意点も含め、業務日誌に書いて
職員に周知しています。

株式会社フィールズ



グループホームゆとり

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

ご家族との写真を飾ったり、馴染みの家
具を置いたりされています。本棚や飾り
棚、テレビなどを置き、居室での時間を
大切にされている方もいます。

クローゼットとエアコンは備付けで
す。ベットやタンスなど馴染みの物を
持ち込み、家族の写真やプラモデルな
どの趣味の作品が飾られています。テ
レビを見て過ごしたり、週２回行う掃
除を自分でされる方もいます。非常時
のコールボタンも置かれ安心です。

開放感のあるベランダにはベンチが置か
れ、のんびりしたり、一緒に洗濯物を干
したり出来ます。ホーム内は前面バリア
フリーで手すりやコールボタンも各所に
設置されています。庭には畑があり、収
穫を楽しむことが出来ます。

換気や空調の管理はこまめに行っていま
す。リビングの他、各居室にも温湿度計
を設置しています。共用部分には、クリ
スマスツリーや七夕飾りなど、皆で飾り
付けし、季節感を出しています。

リビングの南と西は大きなガラス窓
で、外の自然が目いっぱい見え、明る
く快適です。前にベランダがあり、自
由に出入りして、ベンチでくつろぐこ
ともできます。リビング兼用の食堂部
分も廊下と兼用され、広々としていて
開放的です。

テーブルを囲んでお話しをしながら食事
をしたり、ソファでテレビを観たり、皆
で音楽を聴いたりする場所があります。
ベランダに一人ぶらりと出て、外気浴を
したり、畑で収穫することも出来ます。

電話はいつでも使えるようになっていま
す。ご家族との年賀状のやりとりも楽し
みにされており、ご家族宛ての年賀状
は、ご本人に一言書いていただいていま
す。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームゆとり

ベル

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホームゆとり

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

毎回、活発な意見交換がなされていま
す。特に防災に関する意識は皆様高く、
近隣住民連携夜間想定避難訓練では、委
員の方の呼びかけで多くの方に参加いた
だいています。

地域包括の職員、区役所保護担当、高齢
支援課職員とは、密に連絡を取り合い、
相談できる関係が築けています。地域包
括支援センターや高齢支援課からの依頼
で、地域住民向けの介護講座の講師や、
研修の実習先として研修生の受入など
行っています。

町内行事（敬老会・運動会・環境美化・
防災訓練など）への参加や、回覧板まわ
し、散歩、運営推進会議などで交流して
います。

　

同じ地域包括エリアに同法人のグループ
ホームが複数あることで、地域の防災訓
練での車椅子指導を依頼されたり、地域
住民向けの介護教室の講師、実習生の受
け入れなどの実績を積んでいます。

　

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「地域の中で共に成長しながら歩める
ホーム」という理念を掲げ、地域行事に
参加したり、運営推進会議や、近隣住民
連携避難訓練などを通し、ホームに対す
る理解を深めていただいています。
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グループホームゆとり

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

社内の勉強会や、横浜市主催の研修で
「成年後見制度」について学ぶ機会があ
ります。ホームに成年後見制度に関する
マニュアルもあり、自由に閲覧すること
が出来ます。

契約前に必ず面会し、質問や不安な点な
ど伺うようにしています。グループ内の
他のホームから、ご本人、ご家族の気に
入ったホームを選ぶことも出来ます。ま
た、契約時の疑問にすぐ対応出来るよう
に、入居相談担当に連絡が取れる体制が
整っています。

面会の際や電話、家族会などの機会にご
家族のご意見を伺っています。苦情申し
立て機関は、契約時の重要事項説明書に
記載されている他、玄関にも掲示してあ
り、体制は整っています。

アイシマ独自の「ケアの在り方チェック
シート」を活用し、定期的に職員が日々
のケアを振り返ることが出来る機会を設
けています。

身体拘束マニュアルを基に、全職員が理
解を深められるように研修を行っていま
す。防犯上の観点から玄関は施錠してい
ますが、ベランダは開放し、ベンチを置
いて、自由に出入りできる工夫をしてい
ます。
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グループホームゆとり

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

入居相談の段階から、ニーズを伺い、
サービス開始の際は、ご本人、ご家族と
の話し合いを基に、モニタリングを行
い、ケアプランを立案しています。ホー
ムでの暮らしに慣れるまで、毎日電話で
報告することもあります。

横浜市グループホーム連絡会主催の交換
研修や、ブロック会の研修、実践者研修
へ参加することで、同業者との交流、
ネットワーク作りが出来るように努めて
います。管理者は同じ区内のグループ
ホームの管理者と意見交換をする機会が
あります。

勉強会などの内部研修、資格取得の為の
講習は、自己研鑽の為、出来る限り参加
を呼びかけています。平等に参加出来る
ように、勤務調整も行っています。２５
年度からは、社内の教育委員会や勉強会
委員会が発足し、さらに充実したスキル
アップが図れます。

日々の申し送りや、カンファレンス、
ホーム会議などで、職員の意見を汲み取
り、管理者会議で提案したり、担当課長
に報告しています。

良いところ、頑張りが見られたところ
は、その都度評価し、職員のモチベー
ションが保たれるように心がけていま
す。それぞれの得意分野を尊重し、協力
し合い、補い合っていける関係を支援し
ています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

ご近所だった方、一緒に自治会活動をさ
れていたお仲間、親戚の方など、これま
での生活のなかで築いてきた馴染みの
方々との関係を大切にしています。お正
月やお盆に帰省されたり、ご家族との旅
行に行かれる方もいます。

お一人お一人の得意なことを尊重し、食
器拭き、掃除、洗濯物たたみ、園芸など
一緒に行っています。昔からの風習や、
生活の知恵、草花の名前など、職員が教
わることも多くあります。

些細なことでも、ご家族に相談・報告
し、双方で利用者を支えていける関係を
築いています。それぞれのご家族の事情
も理解し、無理のないペースでご協力頂
いています。

契約時に、ご家族の希望・要望を伺い、
ケアプランに挙げています。希望に応じ
て定期的に連絡したり、毎月「一行日
記」でも日々の様子を報告しています。

ほとんどの方が、まずは「新しい環境に
慣れる」ということに重点を置き、身体
的・精神的に安心できる環境づくりに努
めています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

現在出来ること、出来なくなってきたこ
となど、小さな変化も見逃さず、職員で
共有するようにしています。カンファレ
ンスで話し合い、今後のサービズに生か
しています。

「ホームの暮らしの中で役に立ちたい」
「○○に行きたい」など、本人から聞か
れた希望を無理と決めつけず、出来る限
り叶えられるように支援しています。ご
家族がいらっしゃる方は、ご家族にも協
力して頂いています。

入居の際伺った情報の他、日々の会話の
中から、それまでの暮らし・習慣・仕事
などの情報を集め、記録に残して職員間
で共有し、サービスに繋げられるように
しています。

退所された後も、電話やメールでご家族
からご連絡を頂くことがあります。ま
た、ホーム近くにお住まいの家族と、町
内行事等で交流することもあり、ホーム
でのサービスが終了しても良い関係が築
けています。

利用者同士の相性を考え、食事の席を決
めたり、職員が間に入り、関係作りの
フォローをすることもあります。一緒に
生活する中で、利用者同士で助け合った
り、心配し合ったりする関係が築けてい
ます。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

利用者全員が町内会に加入し、運動会や
敬老会、防災訓練に参加したり、町内清
掃に参加したり、回覧板を回したり、一
人一人がそれぞれの形で地域の中で生活
しています。

内科・精神科・皮膚科の往診医、訪問看
護師とは「医療連携ノート」を使い、ご
本人、ご家族の希望や相談事も共有でき
るようになっています。ホームの隣にあ
る歯科医院も認知症高齢者に理解があ
り、柔軟に対応して下さっています。

日々の記録は、第三者が読んでもわかり
やすいように、具体的に書くように心が
けています。カンファレンスでは、利用
者ひとりひとりについて振り返り、意見
を出し合い、ケアプランに生かせるよう
にしています。

レストラン「風の音」での食事会や音楽
療法での外出、本格的な中華料理の配達
で食事に変化を持たせる工夫や、介護タ
クシー、訪問入浴、医療との連携、福祉
用具レンタル、法人のお祭りでの他グ
ループホームとの交流の機会など、多方
面から取り組んでいます。

ご本人、ご家族の希望を伺い、職員間で
もカンファレンスで意見を出し合い検討
します。また、主治医や訪問看護師にも
相談し、サービスに役立てています。利
用者に変化があった場合は、早急にケア
プランの変更を行っています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

消防署立ち会いで近隣住民連携夜間想定
避難訓練を年２回行っています。緊急時
の地域連絡網や協力体制は消防署からも
モデルケースとして評価を得ています。
災害時の食品や物品の備蓄も整っていま
す。

ご本人、ご家族の考えを尊重し、希望に
添ったターミナルが迎えられるように医
師・看護師との連携体制が出来ていま
す。法人内ではターミナルケアの実績も
多く、マニュアルが整備されています。
事例発表などを聴く機会もあり、職員の
意識は高いです。

泉区消防署や、町内会主催の講習や訓練
に参加し、緊急時の対処法（心臓マッ
サージ、人工呼吸、ＡＥＤ）について実
践的な講習積んでいます。また、ホーム
で行われる避難訓練の際にも、消防隊員
から学ぶ機会があります。

「医療連携ノート」を使い、職員・看護
師・医師が相互に情報を共有できるよう
になっています。また、看護師とは２４
時間電話連絡が取れる体制が整ってお
り、夜間の急変時などでも相談・指示を
受けることが出来ます。

ご家族がいない場合や、遠方の場合は、
管理者が窓口となり、病院や役所のケー
スワーカーと連絡を取り合い、医師・看
護師との連絡調整を行っています。ま
た、退院後も病院に相談しやすい関係作
りをしています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

食事の時間は、好きな食べ物、食べたい
ものなどを話題にすることが多く、お誕
生日などは、その方の好物でお祝いして
います。味見をしてもらったり、ラン
チョンマットを並べたり、食器拭きをし
たり、出来ることは一緒にやっていま
す。

天候や体調、その日の気分によってどう
過ごすか決めて頂いています。余暇の過
ごし方も、無理強いはせず、居室でテレ
ビを観たり、ソファで昼寝をしたり･･･皆
様それぞれです。

ご家族がプレゼントして下さった洋服を
披露されたり、お似合いの色、デザイン
の服を着られている時はそのことを話題
にお話しをしたり、女性利用者はお化粧
を楽しんだりしています。訪問理美容の
際は、希望を伝え、ヘアカットをしても
らっています。

個人情報は、事務所の鍵のかかるロッ
カーに保管しています。不適切と思われ
る声かけなどあった場合は、その都度検
討するようにしています。プライバシー
保護や個人情報・接遇については社内研
修でも取り上げ、皆で考える機会があり
ます。

おやつの際の飲み物（コーヒーか、日本
茶か･･･）、余暇はどう過ごすか･･･外食
の際のメニューなど、ご本人の希望が引
き出せるような声かけの仕方が出来るよ
うに心がけています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

日課の散歩や体操の継続と、水分、乳製
品を積極的に取り入れる工夫、トイレに
座る習慣、医師・看護師と連携し、薬で
コントロールする方法など、多方面から
アプローチしています。また、便秘が及
ぼす精神的な悪影響についても、職員の
理解を深めています。

１日おきペースで入浴され、希望時は柔
軟に対応しています。ゆず湯や菖蒲湯、
入浴剤を入れるなど、リラックスできる
工夫もしています。介護度が重くなった
場合は、訪問入浴を利用できる体制も
整っています。

毎食後の口腔ケアは習慣で行っていま
す。一人一人の状況に合わせ、声かけや
部分的な介助をしながら行っています。
隣の歯科医院で口腔内のチェックや口腔
ケアの際のアドバイスなどお願いするこ
とも出来ます。

排泄チェックシートを使い、一人一人の
排泄パターンた声かけのタイミングなど
把握し、対応しています。

１日の食事・水分量がチェック表で把握
出来るようになっています。状態に応
じ、ミキサー、キザミ、トロミなど食事
形態を変えて提供しています。献立の栄
養バランスや利用者の状況など、管理栄
養士が定期的に訪問し、チェックしてく
れています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

お小遣い帳をつけて、アイスクリームを
食べに行ったり、日用品を買ったりする
機会があります。

食器拭き、新聞折り、掃除、洗濯物たた
み、リネン類の交換など、きれい好きな
方、几帳面な方がそれぞれ役割として引
き受けて下さっています。自宅への外泊
を楽しみにされている方もいます。

毎日の散歩は日課となっており、状況に
合わせて散歩コースが何通りもありま
す。ホームで音楽療法や食事会に出かけ
る機会もありますが、ご家族と外食に出
かけたり、数日間外泊される方もいま
す。

入浴後や食事の後、前の晩あまり眠れな
かった時など、休息をとっていただいて
います。天気の良い日は外に布団を干し
たり、季節に応じて寝具を替えたり、安
眠できるように工夫しています。昼間、
外気浴をして陽に当たる機会も多くとっ
ています。

個人ファイルに薬情をファイルしたり、
お薬手帳で服薬内容の変化や効果、副作
用など、一目で分かるようになっていま
す。薬の変更等があった場合は、副作用
などの注意点も含め、業務日誌に書いて
職員に周知しています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

ご家族との写真を飾ったり、馴染みの家
具を置いたりされています。本棚や飾り
棚、テレビなどを置き、居室での時間を
大切にされている方もいます。

開放感のあるベランダにはベンチが置か
れ、のんびりしたり、一緒に洗濯物を干
したり出来ます。ホーム内は前面バリア
フリーで手すりやコールボタンも各所に
設置されています。庭には畑があり、収
穫を楽しむことが出来ます。

換気や空調の管理はこまめに行っていま
す。リビングの他、各居室にも温湿度計
を設置しています。共用部分には、クリ
スマスツリーや七夕飾りなど、皆で飾り
付けし、季節感を出しています。

テーブルを囲んでお話しをしながら食事
をしたり、ソファでテレビを観たり、皆
で音楽を聴いたりする場所があります。
ベランダに一人ぶらりと出て、外気浴を
したり、畑で収穫することも出来ます。

電話はいつでも使えるようになっていま
す。ご家族との年賀状のやりとりも楽し
みにされており、ご家族宛ての年賀状
は、ご本人に一言書いていただいていま
す。

株式会社フィールズ



　（別紙４（２）） 事業所名 グループホームゆとり

目標達成計画 作成日：　平成　24年　6月　10日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 13

防災・避難訓練における、地域との連携体制をよ
り充実させる。具体的には、夜間の連絡（応援要
請）訓練、非常時備蓄品の整理と、備蓄場所の把
握（近隣住民にも把握しておいてもらう）

訓練の際、実際の災害時にスムーズに近隣住民
に応援依頼が出来る体制を作り、実践する。

実際、夜間に緊急時の連絡訓練を行う。避難した後
に使用する毛布や椅子などの保管場所を統一し、近
隣住民にも保管場所を周知する。（実際の訓練で、近
隣住民に出して使ってもらう）

３ヶ月

2 2

地域行事などの担い手として、高齢者の多い町内
を支えていきたい。

町内会資料の作成、町内行事の担い手として、
地域の一員として支える側にも立ち、地域を盛り
上げていく。

運営推進会議で行事の際、お役に立てることはない
か、投げかける。（防災拠点運営委員は引き続き、引
き受けていく）

６ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して
取り組む具体的な計画を記入します。


